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□ 今日のお話 □

・学術書にはどんなものがあるのか

・どのような動機で本を読むのか

・どのように本をみつけるか
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□ 学術書の種類 □

・教科書

・入門書

・論文集

・モノグラフ

・事典
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□ その他の情報源 □

・学術雑誌

・学会論旨

・統計・白書
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□ インフォーマルな情報源 □

・人（学術的なともだちや先生）

・ソーシャルメディア（学術的なクラスタ）

・ブログやその他（学術的なブログ）
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□ 「教科書」(textbook)とは □

（1）学校の教科の学習のために編集された図書．

小中高校では文部科学省の学習指導要領に準拠し

(…略)

（2）特定分野の基礎的な知識を与えることを目

的として編集，刊行される図書．

(図書館情報学用語辞典 第5版より)
6



□ 教科書のイメージ □

ある分野に興味をもつ

教科書をよみ知識をつける

学術論文を読んだり、自分の問題

解決の方法として役立てる
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イラスト：いらすとや https://www.irasutoya.com/



□ 教科書の例 □
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□ 「教科書」とは □

具体的には・・・

•専門家なら身に着けておくべき理論・知識

•専門家なら経験しておくべき課題

•専門家なら追体験しておくべき事例
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□ 「教科書」とは □

・大学のカリキュラムを意識して書かれたものも、

そうでないものもある

・授業をとったときに参考書として指定されてい

ることもある
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□ 「教科書」の種類 □

「標準的な教科書」

偏った見方にならないよう配慮

「個性的な教科書」

新しい切り口で整理

紹介の順番が違う
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□ 教科書をよむのは面白いか □

印象的な事例

→ 博物館的な面白さ

専門家が通ってきた道

→ 専門家が何を考えているかわかる
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□ 「入門書」とは □

・「入門書」

〇〇入門～と書名にあっても油断できない

・このトピックを学ぼうと決断した人のための本

≒ 教科書

・このトピックも面白いよと紹介する本
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□ どんな入門書がおすすめか □

・新書

・講義スタイル

著者が人に語っているという雰囲気がある本

→ 読み手がどのように理解を進めていくか

配慮があることが多い
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□ 微妙な入門書 □

・わかりやすく説明する気がない

・内容が浅すぎる
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□ 入門書あるある □

・オムニバス形式

（数人の筆者が、具体的な研究課題を少しずつ

かたる）
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□ 専門書と一般書 □

専門書：大学（院）生むけ 研究者向け 専門家むけ

正確で明確な根拠、研究（今まで知られていないことを

調べること）に役に立つ

一般書：それ以外の人向け
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□ 「論文集」 □

・学術論文を本として発行（普通は学術雑誌や電

子媒体がおおい）

・本格的な「研究成果」

・学術雑誌に掲載されたものの一部を製本したも

のから、分野の紹介を兼ねたものまである
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□ 「論文集」 □

・いわゆる文系の分野に多い

・分野の紹介を兼ねた論文集は意外と読みやすい。

・本のタイトルに「論文集」とは書いていなくて、

前書きあたりにかいてある。

・章ごとに引用文献一覧がついている
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□ モノグラフ □

実質上、分厚い論文

実際に博士論文が書

籍化しているものも

ある
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山川歴史モノグラフ 山川出版社ホームページより
https://www.yamakawa.co.jp/product/search/?q=%E5%B1%B1%E5%B7%9D%E6%AD%B4%E5%8F%B2
%E3%83%A2%E3%83%8E%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95 accessed 2021-09-15

https://www.yamakawa.co.jp/product/search/?q=%E5%B1%B1%E5%B7%9D%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E3%83%A2%E3%83%8E%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95


□ モノグラフの特徴 □

しばしば・・・

・魅力的（？）なタイトル

・難しすぎる内容

学術論文のほうがわかりやすいことも多い
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□ 本との出会い方 □

・いろいろなパターンがある

・好みとタイミングで選ぼう
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□ 本棚から雰囲気で選んで読む □

・図書館、本屋、古本屋の本棚

・新着図書

・新書・文庫の読み方はこれがいちばんよい

・面白いと思わせるのは著者の責任

・飽きたらやめる
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□ 話題の本をよむ読書 □
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□ おすすめループ □

書名で検索する

↓

書評や感想がみつかる

↓

その人がおすすめする本を調べる
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□ 解説書から原典にむかう □
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解説書（最近出た） 原典

Cities for People 人間の街 公共空間のデザイン / ヤン・ゲール著 ; 北原理雄訳
鹿島出版会

人間の街をめざして : ヤン・ゲールの軌跡 / アニー・マタン, ピーター・
ニューマン著 ; 北原理雄訳 鹿島出版会



□ 突っ込みをいれる読書 □

本当にこんな実験したのか？
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原典で確認

草一本だけでネズミ辛く
ない？

学習参考書とか（画像はWikibooks旧版より）

実験イラスト：Wikimedia Commons 
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%
82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E5%AE%9F%E9%A8%93
.svg accessed 2021-09-15

人物イラスト：いらすとや https://www.irasutoya.com/

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E5%AE%9F%E9%A8%93.svg


□ 困ったときの読書 □

・人生には悩む

・学問的なアプローチもある

・悩み事は解決しなくても、

知識の引き出しは増える
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□ 人に頼る読書 □

・机に放置されている本

・何が面白いか聞く

・岡目八目

（あいつが勉強したいことは、

実はこれでは・・・？）
29



□ 人に頼る読書 □
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スクリーンショット: Reddit accessed 2021-05 
(https://www.reddit.com/r/MachineLearning/c
omments/ie5izm/d_alternative_textbooks_to_
bishops_prml/) マーカーは引用者による

https://www.reddit.com/r/MachineLearning/comments/ie5izm/d_alternative_textbooks_to_bishops_prml/


□ 古典をよむ読書 □

・「論語」

現代的な観点

・「相対性理論」
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□ 難しい本と向き合う □

・具体的な経験と結びつかないと理解できない

・著者も本当に理解できていないかもしれない

・詳細を理解する前に、他のアプローチに向かう

（戻ってこないかもしれない）

・難しい本があると知っているだけでも良い
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